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研究背景 

近年、非平衡大気圧プラズマは医療や農業な

ど様々な分野での応用が期待されている。中で

も、ラジカル活性 L-フェニルアラニン溶液は

抗菌特性と植物成長促進性を持つことから、残

留毒性が少ない安価な処理方法として注目さ

れている。 [1]しかし、これらの成長促進メカ

ニズムは未だ解明されておらず、より安全に利

用するためにはその解明が急務である。そこで

本研究では、フェニルアラニンと類似した化学

構造だがベンゼン環構造を有さない L-アラニ

ンをリン酸緩衝液に溶解させた溶液を大気圧

ラジカル源(FPA10, Fuji)にて処理し、その成長

促進効果について調査を行った。 

実験方法 

Φ90 mmのシャーレに超純水 30 mlを含ませ

た不織布 3 枚を敷き、カイワレ大根の種子 20

個を等間隔に撒き、それを 22 ˚C、60 %に調 

整した人工気象機（BiOTRON、NKsystem製）

に入れ、48 h前培養した。前培養後、カイワレ

大根の苗をラジカル活性 L-アラニン溶液とそ

の 1.5、2、3、4、倍希釈溶液が入ったシャーレ

に植え換え、再び 48 h 培養を行い、茎長を測

定した。活性溶液の作成方法としては、リン酸

緩衝液 2 mM（pH 6.3）に L-アラニン濃度が 80 

mMとなるように溶解し、この溶液にラジカル

を照射した。ラジカル照射条件を以下に示す。

照射距離 10 mm、サンプル体積 3 ml、照射時

間 75 s、流量 Ar：O2：N2=4.96：0.03：0.01slm、

総流量：5 slmとした。 

実験結果 

Fig. 1にラジカル活性L-アラニン溶液による

茎長の溶液希釈率依存性を示す。ラジカル未処

理 L-アラニン溶液（Untreated）と比較すると、

希釈倍率 1.5 倍の時に茎長が約 1.2 倍に成長促

進されたが、前回までに報告したラジカル活性

L-フェニルアラニン溶液の促進効果(最大約 2

倍)と比較すると非常に弱いことが分かった。  

これらの結果から、L-フェニルアラニン溶液

の植物成長促進効果は、L-アラニンにはないベ

ンゼン環構造が重要であり、ラジカルとの反応

によって成長促進に重要な因子が生成されて

いることが示唆された。 

Fig. 1 ラジカル活性 L-アラニン溶液による 

茎長の希釈倍率依存性 
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